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＜連絡事項＞
・退院時に受診オーダーの処理がされておらず、薬局で大量の削除箋が印刷される事態となっています。日々の受診オーダーのチェック、退院時の最終チェックを忘れずに行うようお願いします。
・医療福祉学会パワーポイントの作成期日のお知らせが掲示されていますので、 期日までに所定場所への提出をお願いします。　
期日：10月16日（金）

 　　　提出場所：教育委員会→2020年度教育委員会→2020医療福祉学会→PPT→各領域
＜患者様連絡事項＞
・杉澤　恵子様～ハップスター3袋処方となっています。
＜要注目患者様＞
・上村　みわ様～体温37.2℃～36.8℃で経過。体熱感ありクーリングは拒否なく、水分補給も適宜実施出来ています。ベッド上での体交時の疼痛訴えはありませんが、離床時には腰痛訴え聞かれています。ＰＴ来棟しリハビリについて説明していますが拒否見られています。引き続き体調確認しながら、リハビリへの動機づけを図っていきます。
・中村　寿昭様～夜間の睡眠は取れており、日中はホールで過ごし表情の硬さも目立ちません。声かけには「胸が重苦しい感じがあるけど、気のせいだと思うようにしている」と話しています。訴え傾聴しながら、不安や不満を溜め込まないよう介入していきます。
・風穴　義信様～2：00トイレから自室へ戻る際、見守りで部屋に戻るが「大丈夫ですから」とスタッフを振り払った拍子にバランスを崩して倒れ込んでいます。血圧138/68mmHｇ、脈拍50回/分、体温36.3℃ 創部確認し、右膝表皮剥離、右頬部打撲みられ、当直：金Ｄｒへ報告し創部保護にて様子観察の指示受けています。日中は疼痛の訴えなく歩行もスムーズです。
・滝田　英人様～幻聴・妄想に左右された発言活発に見られ、朝・昼不食。服薬にも時間要しています。補食の摂取を促しますが拒否され、一時的に大声での独語聞かれています。他者への迷惑行為はなく、トラブルはありません。引き続き精神状態観察しながら、体調の管理を行えるよう介入していきます。

＜安ヶ平Drケース検討＞
・滝田　英人様～朝・昼食事不食。おなかはすいていないと話している。活気ない。終始まとまりなく話している。処方は同内容で継続。
・上村　みわ様～9/16採血結果にて、WBC7600、CRP0.08で前回検査データより改善。9/8のCTでは状態に変化は見られない。処方は同内容で継続。
・佐々木　悦子様～手紙を持ってきているが何を書いているのか不明。読み上げているが内容は滅裂。5000円でノートを買って欲しいと最後に話している。処方は同内容で継続。
・坂本　のり子様～9/15（火）に外出に行ってきた報告をされる。右足の状態は同じと話している。処方は継続。
・沼端　恵子様～今朝失禁している。皮膚科で爪を切ってもらっているが、もう少し切りたいと話している。次回皮膚科診察時切ってもらうよう指示している。
・出河　攻　様～自室からトイレに行くまでの間や3階に降りてくる際雲の上を歩いているような間隔になることや、目の前が茶色い気がたちこめている等の発言聞かれている。処方は同内容で継続。

＜馬渡Ｄｒケース検討＞
・原　吉郎　様～体調については「良くなったり、悪くなったりで良くない。腹も頭痛いのも良くない。ずーっと良くなるのはないのかな？」と答える。また、「考えても頭に入らないのは、歳のせいか、病気のせいかなあ…」とも話される。主治医より、どちらも考えられるが、心配しなくても良い事の説明を受け、安心された様子。施設はご家族へ連絡し進めていくよう指示あり。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・山田　晃大様～体調については、「大丈夫です。」と答える。青山荘については「宿泊体験をやる事にしました。」ときちんと答える。病棟移動（個室）については「はい、少し…」と前回の診察時よりは移動したいと言う要望がやや弱くなってきている。引き続き、父様と連絡取っていく事としている。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・伊藤　雄一様～体調については「いやー、血圧と脈が元に戻らないんです。」と答える。今月28日（月）の日赤での診察結果を待つ事としている。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・戸賀沢　潔様～ここ1Ｗ、何か悪い事はしていないかとの問いに「何も…いや、していないなあ。」と答える。主治医より飴とか…と言われると「あ、飴あげた…食べたいかと思って…コーヒーまた飲まれなくなった。」と話される。ルールを守って生活する様に説明受けるが、理解できていない様子見られる。
・佐々木　淳様～昼、レストランに行かなかった事については「あ、うん吐気とか…あと腰が痛くて…」と答える。施設入所に向けて退院の準備をしていく事の説明を受けるが、動揺する様子は見られない。きちんと受け止められている様子。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
＜皮膚科診察情報＞
・上村　みわ様～背部の処置はゲンタマイシン軟膏塗布+ガーゼ保護となっています。

・五日市　規様～処置継続。デルモゾールＤＰ軟膏1本処方となっています。
・井上　和美様～臀部の疣を訴えていますが放置の指示となっています。他処置は継続です。
・坂本　福子様～趾間の処置継続でテルビナフィンクリーム1本処方となっています。指落屑の処置は終了となっています。
・下斗米　悟様～趾間の肉芽はイソジン消毒後に処置の指示となっています。他継続です。
・出河　攻様～下腹の発赤は治癒となっています。趾間の処置は継続し、テルビナフィン外用液1本処方となっています。
・中村　豊様～テルビナフィンクリーム1本、尿素クリーム1本処方となっています。
・松谷　さと子様～趾間の掻痒感訴え、白癬の診察にてテルビナフィンクリーム塗布の指示、1本処方となっています。
